
品 名：90049_635040_013_03_大和マイクロファイナンス・ファンド_688644.docx 

日 時：2017/10/4 10:03:00 

ページ：1 

 

 

大和マイクロファイナンス・ファンド 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

※土日祝日・年末年始を除く９時～17時 

http://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 

大和マイクロファイナンス・ファンド

 

第13期 運用報告書（全体版） 
 

（決算日 2017年８月23日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「大和マイクロファイナンス・

ファンド」は、このたび、第13期の決

算を行いましたので、期中の運用状況

をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／海外／資産複合 
（課税上は株式投資信託として取扱われます。）

信託期間 2011年３月１日から2021年２月23日 

運用方針 
信託財産の着実な成長と安定した収益の確保
を目指して運用を行います。 

主要投資 
対 象 

大和マイクロファイナンス・ 
ファンド 

世界のマイクロファイナ
ンス関連の債券等を主要
投資対象とする外国投資
証券「ＤＷＭマイクロ
ファイナンスファンドＪ
－クラスＪ」と、主に円建
て短期公社債およびコ
マーシャル・ペーパーな
どに投資する親投資信託
「東京海上マネーマザー
ファンド」の受益証券を
主要投資対象とします。

 
ＤＷＭマイクロファイナンス 
ファンドＪ－クラスＪ 

マイクロファイナンス分
野の事業環境整備に貢献
し、新興国や途上国の経済
発展を重視する国際開発
機関の発行する債券（国際
機関債）、世界（主に新興
国や途上国）のマイクロ
ファイナンス機関（MFI）
のローン債権、社債やCD
（譲渡性預金証書）等を主
要投資対象とします。 

 
東京海上 
マネーマザーファンド 

内外の公社債およびコ
マーシャル・ペーパーを
主要投資対象とします。

投資制限 

大和マイクロファイナンス・ 
ファンド 

・株式への直接投資は行
いません。 

・外貨建資産への実質投
資割合には制限を設け
ません。 

・投資信託証券への投資
割合には制限を設けま
せん。 

 
ＤＷＭマイクロファイナンス 
ファンドＪ－クラスＪ 

国際機関債の投資割合に
は制限を設けません。 

 
東京海上 
マネーマザーファンド 

・株式への投資は行いま
せん。 

・外貨建資産への投資
は、円貨で約定し円貨
で決済するもの（為替
リスクの生じないも
の）に限ります。 

分配方針 

毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を
含めた配当等収益および売買益（評価益を含み
ます。）等から、基準価額の水準、市況動向等
を勘案して分配を行う方針です。ただし、分配
対象額が少額の場合等には、収益分配を行わな
いことがあります。収益の分配に充当せず、信
託財産内に留保した利益については、運用の基
本方針に基づいて運用を行います。  
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ 百万円

９期(2015年８月24日) 10,209 130 △ 4.9 0.0 99.1 4,499

10期(2016年２月23日) 9,078 100 △10.1 0.0 98.8 3,631

11期(2016年８月23日) 8,470 100 △ 5.6 0.0 98.0 2,931

12期(2017年２月23日) 9,338 180 12.4 0.0 98.5 2,887

13期(2017年８月23日) 9,234 130 0.3 0.0 98.4 2,570
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託
証   券
組 入 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％

2017年２月23日 9,338 － 0.0 98.5

２月末 9,313 △0.3 0.0 98.4

３月末 9,389 0.5 0.0 98.7

４月末 9,360 0.2 0.0 98.7

５月末 9,390 0.6 0.0 99.0

６月末 9,543 2.2 0.0 99.0

７月末 9,485 1.6 0.0 99.7

(期  末)  

2017年８月23日 9,364 0.3 0.0 98.4
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載

していません。 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○運用経過 (2017年２月24日～2017年８月23日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2017年２月23日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・国際開発機関等が発行する債券（以下、国際機関債等）の価格上昇と利息収入 

・MFI（マイクロファイナンス機関）の短期金融商品からの利息収入 

 

マイナス要因 

・日本円に対して、ロシア・ルーブル、コロンビア・ペソなど多くの通貨が下落したこと 

 

■投資環境 
【マイクロファイナンス市場の概況】 

新興国のマイクロファイナンス市場における主な出来事は以下の通りです。 

 

・ グローバル：開発経済に関する資金調達の現状から、2030年までの貧困解消および環境保護に必要な資金と、実際に利用

可能な資金の供給量には大きな差があることが分かります。UNCTAD（国連貿易開発会議）は、「持続可能な開発目標（SDGs）」

を達成するには５兆～７兆米ドルの資金が必要となる一方、開発途上国では2.5兆米ドルの資金が不足していると指摘し

ています。国連の新開発アジェンダ（行動計画）において、SDGsを達成するには各国政府の役割が非常に大きく、世界銀

行は必要な財源の50～80％を自国政府が対応することになるとしています。   
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・ インド：同国の自主規制団体MFIN（マイクロファイナンス・インスティテューション・ネットワーク）のCEO（最高経営

責任者）は、マイクロファイナンスセクターは高額紙幣廃止政策以前の状況に回復するとの見方を示しました。高額紙幣

の流通が減少したことにより、2017年1-3月期まで同セクターの成長は減速が続きました。また、同CEOは高額紙幣廃止政

策の影響のほか、小口融資の減少も同セクターの成長を阻害したとの見方を示しました。MFINの発表によると、1-3月期

の小口融資の借り手数は2,750万となり、前四半期対比約600万減少しました。2016年は、MFIによる融資額は前年対比約

13％の増加にとどまり、約8,696億円でした。 

 

【現地通貨建て国際機関債等の市場環境】 

現地通貨建て国際機関債等については、IBRD（国際復興開発銀行）が発行するメキシコ・ペソ建ておよび南アフリカ・ラ

ンド建ての債券や、EIB（欧州投資銀行）が発行するメキシコ・ペソ建ての債券の価格が上昇しました。一方、IBRDが発行

するロシア・ルーブル建ての債券およびEBRD（欧州復興開発銀行）が発行するインドネシア・ルピア建ての債券の価格が下

落しました。 

 

【為替市況】 

経済回復が堅調なメキシコ・ペソ、タイ・バーツ、インド・ルピーは対円で上昇しました。一方、期初における低調な経

済成長を背景とした政策金利の利下げや米国の金融引き締めの動きを受け、その他の新興国通貨は下落しました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜大和マイクロファイナンス・ファンド＞ 

「ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ－クラスＪ」（以下、外国投資信託証券）および「東京海上マネーマザーファン

ド」（以下、親投資信託）を主要投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に維持しました。 

当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、外国投資信託証券の値動きを反映し0.3％上昇しました。 

 

＜外国投資信託証券＞ 

期前半、2017年３月のFOMC（米連邦公開市場委員会）においてFRB（米連邦準備制度理事会）は政策金利を0.25％引き上

げました。米国の2017年1-3月期の経済指標が良好であったことに加え、世界経済も堅調に推移するなか、為替市場ではメ

キシコやロシアなどの新興国通貨が対円で上昇しました。新興国経済は全般に堅調であったものの、インドでは高額紙幣廃

止政策により、1-3月期のGDP（国内総生産）成長率が前四半期から低下しました。また、南アフリカも国内政治の混乱によ

り経済活動が低迷しました。 

期後半から期末にかけて、FRBは当期２度目の利上げとして政策金利を0.25％引き上げました。一方で、先進国および多

くの新興国の物価は安定しており、物価上昇率は低い水準で推移しました。また、安定していた原油価格は期末にかけて上

昇しましたが、世界経済への影響は限定的で、4-6月期の世界経済は拡大ペースを示しました。 

MFIについては、ペルーのMFI「Financiera Confianza」のCD（譲渡性預金）やカンボジアのMFI「LOLC (Cambodia) Plc.」

の途中換金型短期融資などが満期を迎えたため、再投資を行いました。 

国際機関債等については、トルコのエルドアン政権の先行きが不透明なことからトルコ・リラ建ての国際機関債等を全て

売却しました。一方、メキシコ・ペソ建ての国際機関債等は、米大統領選後に大きく下落しましたが、その後回復基調にあ

るため、保有を継続しました。また、金利水準が相対的に高いインド・ルピー、インドネシア・ルピア、南アフリカ・ラン

ド、ブラジル・レアルなどの各通貨建ての国際機関債等の保有を継続しました。なお、組み入れている国際機関債等の平均

格付けはAAA格を維持しました。 

以上の運用の結果、基準価額（分配金再投資）は0.9％上昇しました。 
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【組入銘柄の概要（2017年８月22日現在（現地））】 

資産構成 保有債券等の通貨別上位５通貨 

 
 

組入上位10銘柄 

  
※比率は、「ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ－クラスＪ」の純資産総額に占める割合です。 

※短期金融資産などは、組入有価証券以外のものです。 

※「国際機関等が発行する債券」には国債等も含みます。 

※「保有債券等の通貨別上位５通貨」にはローン債権、CD等も含みます。 

※「ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ－クラスＪ」の運用会社であるＤＷＭアセット・マネジメント社からの情報に基づき、東京海

上アセットマネジメントが作成しています。 

 

＜親投資信託＞ 

元本の安全性と流動性を重視して政府保証債や地方債を中心とする円建て公社債に投資し、プラスの収益の確保に努め

ました。その結果、基準価額はおおむね横ばいで推移しました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 
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■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、次表の通りとしました。なお、収益分

配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第13期 

2017年２月24日～ 
2017年８月23日 

当期分配金 130 

(対基準価額比率) 1.388％

 当期の収益 130 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 867 
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜大和マイクロファイナンス・ファンド＞ 

外国投資信託証券および親投資信託を主要投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に保ちます。 

 

＜外国投資信託証券＞ 

IMF（国際通貨基金）が発表した2017年の世界経済の成長見通しにおいて、世界経済の成長率は年率3.5％に拡大するとの

見方が示されました。その内訳は、先進国経済が年率2.0％、新興国経済が年率4.6％となっています。米国経済は、財政政

策による景気拡大への効果が当初の見込みよりも小規模になるとの見通しから、経済成長率見通しが引き下げられました。

しかし、欧州経済と日本経済の成長率が上方修正されたことにより、米国経済の落ち込みを補う結果となりました。 

新興国市場における投資環境については、国ごとの個別要因が大きいことから、投資対象国の選別を重視しなければなら

ない時機を迎えていると考えています。マクロ経済のリスクは世界の金融市場に直接影響を及ぼしますが、MFIは借り手顧

客の収入源が地元経済に密接に結びついているため、グローバル市場の変動や不透明感に対する影響は相対的に小さく、今

後も比較的良好なパフォーマンスを示していくとみています。 

 

＜親投資信託＞ 

国内の短期金利は、日銀が当面は緩和的な政策を継続するとの見方から、マイナス水準にとどまると予想しています。 

このような環境下、政府保証債や地方債を中心とする円建て公社債およびコマーシャル・ペーパーを主要投資対象として

運用することにより、プラスの収益の確保もしくはマイナス幅を極力最小化するように努める方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2017年２月24日～2017年８月23日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 52  0.552 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (20)  (0.217) ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (30)  (0.321) ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.013) ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.005  (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.005) ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 53   0.557   

期中の平均基準価額は、9,413円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く｡）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 

○売買及び取引の状況 (2017年２月24日～2017年８月23日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 
   千口 千円 千口 千円 
外  国 
(邦貨建) 

ルクセンブルグ ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ-クラスＪ － － 304,612 280,000 
 

（注） 金額は受渡代金です。 

 

投資信託証券 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○利害関係人との取引状況等 (2017年２月24日～2017年８月23日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2017年８月23日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％

ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ-クラスＪ 3,106,269 2,801,656 2,529,335 98.4

合 計 3,106,269 2,801,656 2,529,335 98.4
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

東京海上マネーマザーファンド 992 992 1,003
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2017年８月23日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

投資証券 2,529,335 96.2

東京海上マネーマザーファンド 1,003 0.0

コール・ローン等、その他 97,681 3.8

投資信託財産総額 2,628,019 100.0
 
 
 

 

親投資信託残高 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年８月23日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 2,628,019,139  

 コール・ローン等 97,679,929  

 投資証券(評価額) 2,529,335,340  

 東京海上マネーマザーファンド(評価額) 1,003,870  

(B) 負債 58,019,100  

 未払収益分配金 36,180,093  

 未払解約金 6,405,932  

 未払信託報酬 15,284,532  

 未払利息 239  

 その他未払費用 148,304  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,570,000,039  

 元本 2,783,084,079  

 次期繰越損益金 △  213,084,040  

(D) 受益権総口数 2,783,084,079口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,234円
 

（注） 当ファンドの期首元本額は3,092,508,850円、期中追加設定元本

額は21,464,417円、期中一部解約元本額は330,889,188円です。

（注）当期末の元本の欠損は213,084,040円です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は0.9234円です。 
 

○損益の状況 (2017年２月24日～2017年８月23日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 58,735,574  

 受取配当金 58,748,873  

 受取利息 215  

 支払利息 △     13,514  

(B) 有価証券売買損益 △ 36,066,538  

 売買益 2,922,591  

 売買損 △ 38,989,129  

(C) 信託報酬等 △ 15,432,836  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 7,236,200  

(E) 前期繰越損益金 △183,273,927  

(F) 追加信託差損益金 △    866,220  

 (配当等相当額) (    8,316,884) 

 (売買損益相当額) (△  9,183,104) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △176,903,947  

(H) 収益分配金 △ 36,180,093  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △213,084,040  

 追加信託差損益金 △    866,220  

 (配当等相当額) (    8,316,885) 

 (売買損益相当額) (△  9,183,105) 

 分配準備積立金 233,042,488  

 繰越損益金 △445,260,308  
 

（注） (B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。

（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（43,306,221円）、

費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（8,316,885円）および分配準備積立金（225,916,360

円）より分配対象収益は277,539,466円（１万口当たり997円）

であり、うち36,180,093円（１万口当たり130円）を分配金額と

しました。 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 130円
 
◇分配金をお支払いする場合：分配金は、決算日より起算して５営業日までにお支払いを開始しました。 
◇分配金を再投資する場合：お手取り分配金は、８月23日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資

しました。 
◇課税上の取扱いについて 
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、分配金は全額普通分配金となります。 
・分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、分配金は個別元本を上回る部分
が普通分配金、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

・分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合は、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配
金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人の受益者に対する課税は以下のとおりです。（法人の受益者の場合は取扱いが異なります。） 
 収益分配金のうち課税扱いとなる普通分配金については、20.315％（所得税15.315％、地方税５％）の税率による源泉
徴収が行われ、申告不要制度が適用されます。収益分配金のうち課税対象となるのは普通分配金のみであり、元本払戻
金（特別分配金）は課税されません。 

 
税法改正等により、課税上の取扱い内容が変更になる場合があります。 
課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家にご確認ください。 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2017年８月23日現在) 

＜東京海上マネーマザーファンド＞ 
 下記は、東京海上マネーマザーファンド全体(10,668千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

地方債証券 
9,000 9,011 83.5 － － － 83.5 

(9,000) (9,011) (83.5) (－) (－) (－) (83.5)

合 計 
9,000 9,011 83.5 － － － 83.5 

(9,000) (9,011) (83.5) (－) (－) (－) (83.5)
 

（注） ( )内は非上場債で内書きです。 

（注） 組入比率は、このファンドが組み入れている親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日
地方債証券 ％ 千円 千円  
第649回東京都公募公債 1.73 9,000 9,011 2017/９/20 

合 計 9,000 9,011  
 

（注） 株式、新株予約権証券および株式の性質を有するオプション証券等の組み入れはありません。 

 

 

国内公社債 



－ 11 －

688644_添付ファンド_TMA.indd   11688644_添付ファンド_TMA.indd   11 2017/10/11   10:21:542017/10/11   10:21:54



－ 12 －

688644_添付ファンド_TMA.indd   12688644_添付ファンド_TMA.indd   12 2017/10/11   10:21:552017/10/11   10:21:55



－ 13 －

688644_添付ファンド_TMA.indd   13688644_添付ファンド_TMA.indd   13 2017/10/11   10:21:552017/10/11   10:21:55



－ 14 －

688644_添付ファンド_TMA.indd   14688644_添付ファンド_TMA.indd   14 2017/10/11   10:21:552017/10/11   10:21:55



－ 15 －

688644_添付ファンド_TMA.indd   15688644_添付ファンド_TMA.indd   15 2017/10/11   10:21:552017/10/11   10:21:55



－ 16 －

688644_添付ファンド_TMA.indd   16688644_添付ファンド_TMA.indd   16 2017/10/11   10:21:562017/10/11   10:21:56



－ 17 －

688644_添付ファンド_TMA.indd   17688644_添付ファンド_TMA.indd   17 2017/10/11   10:21:562017/10/11   10:21:56



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2011 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF004e0049004b004b004500490020005000520049004e00540049004e004700200049004e0043002e00200020000d0066006f0072002000410064006f006200650020004300720065006100740069007600650020005300750069007400650020007300650072006900650073ff08004300539664304fff0900200020000d5370523775280050004400464f5c62106642306b900f660e30924fdd63013059308b30d730ea30bb30c330c8306730593002ff080076006500720033002e0030ff0900200020000d203b00440069007300740069006c006c006500723067306f900f660e306f4fdd63013055308c307e305b30933002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames false
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo true
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        8.503940
        8.503940
        8.503940
        8.503940
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


